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Working Models ; 以下 IWM と表記），家族関係，教師関係に注目し IWM はレジリエンス
に及ぼす直接的な影響に加え，家族関係や教師関係を介した間接的な影響を及ぼすととも
に，さらにレジリエンスは生活充実感と学業コンピテンスに影響を及ぼすというレジリエ
ンス関連 モデルを検証することを第 1の目的とした。中学 1年生～3年生 541 名 (1 年生

























































































































 清水氏のよる 30 分の発表に続き、委員および出席者との質疑応答が 20 分間なされた。    
 内容は、①レジリエンスの定義②調査対象児の周囲に同じ病気をもつ重要他者がいるこ
との影響③アレルギー疾患児の家族と一般の家族との違い④養護教諭との関わり等など多
数の質問があり、それに対して適切に応答した。 
 
３．試問の結果 
 上記公開による最終発表および試問を受けて、別室にて博士論文の可否を審議した。そ
の結果、審査委員会は本論文内容が学位論文として価値あるものと判断し、全員一致で合
格と判定した。 
